
「錯慮」なぜタイミングを逸するのか？｜M&Aに効く『言志四録』

　明治維新、さまざまな思いを抱いて行動した幕末の志士たちに大きな影響を与えた人物に、佐藤一斎
がいます。その佐藤一斎が綴った『言志四録』から、現代の私たちが学ぶべき点について見ていきまし
ょう。

一斎の考える学問とは

『言志四録』は、『言志録』『言志後録』『言志晩録』『言志耋（てつ）録』から成り、全部で1133
条もの言葉が綴られています。一斎は42歳から82歳まで執筆していました。原文は漢文です。

　たとえば、一斎は孔子の教えについて「文行忠信」「詩書執礼」と簡潔にまとめています（『言志後
録』4　儒教の本領）。つまり、孔子の教えは、書を学び、それを行動に移し、心を尽くし、信義を通
すことを説き、詩経や書経の精神を知り、礼に基づいて執り行うことを求めていたとします。一斎はさ
らに、こうした考えはただ学ぶのではなく行動が大事であり、だからこそ『論語』に学び行動した者た
ちは、それぞれに応じた能力を存分に発揮してきたのだ、としました。

　さらに一斎は、学問は人を活かすためのものであり、「できる人」と「できない人」を分けるための
ものではないとしています。能力の差はあるとしても、学ぶことによってその人として大成すればよい
。これが、一斎の考えでした。このため、人を「できる／できない」に分けるだけの学問となってしま
うことを批判していたのです。

　このことから、学問は誰にとっても自身のポテンシャルを最大に発揮するための道であるとしていま
す。そこに優劣はなく、さらにただ学ぶのではなく行動に移すべきであることを教えていたのです。

佐久間象山も吉田松陰も、さらに西郷隆盛も…

　87歳まで生きた一斎の門下生は3000人規模だったとされ、山田方谷、佐久間象山、渡辺崋山など多
数の英才が育っていきました。その影響は吉田松陰、勝海舟、坂本龍馬、伊藤博文、西郷隆盛らにも及
びます。西郷隆盛は教育者としても知られていますが、自身で膨大な『言志四録』の中から101条を選
び出し座右の銘としていました。

　よく学び、そして行動した人たちのなんと多いことでしょう。一斎の言葉には、人を行動へと駆り立
てる力があるのです。それが、渋沢栄一はもとより明治時代以降の多くの企業人たちが、座右の書とし
てきた理由です。

『言志四録』にある言葉は起業、経営、M&amp;A（合併・買収）、さらにIPO（新規株式公開）をめ
ざす企業家の皆さんの心にも響くはず。維新の志士にも思いを馳せ、学び、そして行動する契機となる
のです。

急事を急がない「錯慮」



　今回選んだ言葉は「錯慮（しゃくりょ）」です。

凡(およ)そ人の宜（よろ）しく急に做(な)すべき所の者は、急に做すことを肯(がえん)ぜず、必ずしも急
に做さざる可（べ）き者は、卻(かえ)って急に做さんことを要(もと)む。皆錯慮(しゃくりょ)なり。（『
言志後録』15　急事を急がない錯慮）

　この言葉、現代語に勝手に解釈すれば、こうなります。

●急ぐべきことを急げ

どういうわけか人間というものは、急ぐべきことを急がず、なにも急いでやる必要のないことを急いで
やろうとする。間違った考え方に陥りがちだ。

　一斎は、このあとに「学問は、明日学べばいい、というものではない。怠けずに急いで学ぶべきだ」
としています。

事業承継を前にした躊躇と逡巡

　ひょっとしたら、中小企業の事業承継、M&amp;Aも同じかもしれません。

　日本の企業のいま抱えている問題のひとつに「後継者不在」があると言われ、「後継者不在の事業者
が127万社（人）」（中小企業庁）といった数字も聞かれます。この問題の解決策としてM&amp;Aが
クローズアップされています。

　ところが、実際にM&amp;Aによる事業承継に取り組んだ企業からは、思いがけず時間がかかってし
まうことを指摘する声を耳にします。「もっと早く取り組むべきだった」と。また、「検討を本格的に
はじめる時期で迷った」といった声もあります。

　こうした躊躇や逡巡が、どれほどの損失になるか。冷静に考えればわかることではないでしょうか。

・後継者がいない→どうしよう

　ここで留まっている限り解決はないのです。

・後継者がいない→解決法を探ろう→Ｍ＆Ａが可能か調べてみよう

　こうなっていかなければ、いざ、タイムリミットがはっきり見えてから慌てて解決策を探すような事
態は避けられません。そして「もっと早く検討しておくべきだった」と感じることになるのです。

　これは、『７つの習慣』（スティーブン・R・コヴィー著）の指摘していることにも通じています。
コヴィー博士は「第Ⅱ領域」（緊急ではないが重要）の問題に多くの人が時間を十分に割いていないこ



とを解き明かしています。私たちは緊急性があるというだけで重要ではないこと（第Ⅲ領域）に多くの
時間を費やしているのです。

　それはまさに錯慮に通じる考え方です。

自分の状態を知るために、文字に表してみる

　では、どうすれば錯慮を避けることができるのでしょう。

心の邪正(じゃせい)、気の強弱は、筆画之を掩(おお)うこと能(あた)わず。（『言志録』24　人柄と書画
）

　この言葉、現代語に勝手に解釈すれば、こうなります。

●自分の状態を知る

心が乱れているのか、正常でいるのか、気持ちを強く持っているのか、弱気になっているのか。そうい
う自分の状態は、書いた文字にはっきり現れる。

いまも昔も表現して見ることが重要（bowie15/iStock）

　そう考えた一斎は、「毎日、いくつか字を書いてみて、そこに現れているものを見て、自分なりに考
えてみる」ことを推奨していました。

　江戸時代には、自分の心のありようを客観的に確認する方法として「書画」と向き合うことがふさわ
しかったのです。そこで乱れを感じたら、その原因を探るきっかけとなります。

　事業承継に不安がある企業家は、一度、「後継者がいない」「後継者不在」といった言葉を文字に表
現してみてください。その文字をじっと見つめれば、本当の不安は何かが見えてくるはずです。「後継
者がいない」と思っている自分自身はもちろん、その不安を抱く企業家の下で働く社員、経営者仲間、
関係者などの不安も大きいことも…。そして、その不安・心配をいま直面している課題としてとらえる
ことができれば、先送りしてはいけないことだと認識もできるでしょう。課題と認識できずに先送りす
れば、それが「錯慮」であると認識できるはずです。

　書画（書道や絵画）に限らず、自分の状態を知るための方法を日課として持っておくことは有効です
。日記を書く、ゲームをやる、家族と話すといったこと、いわば“ルーチン”です。そうしたルーチン
から自分の状態を知り、「錯慮」に陥らずにいち早く課題に取り組めるようにしたいものです。

佐藤一斎（1772年～1859年）

江戸に生まれた美濃国岩村藩の儒学者。林羅山にはじまる日本の儒学者・朱子学者の家系である林家の
養子となった藩主の三男・林述斎が、昌平坂学問所の幕府直轄を推し進めていたことから21歳のとき昌
平坂学問所に入門。33歳で昌平坂学問所の塾長に。

昌平坂学問所とは、林羅山の私塾を発展させたいわば大学に相当するもので、幕府直轄となってからは
直参だけではなく藩士・郷士・浪人も学ぶことが許されるようになった。現在は「湯島聖堂」として残
っている（建物は第二次大戦で焼失し、戦後に再建された）。なお、一斎の影響を受けた吉田松陰など



からは、その西洋嫌いを批判されたりもしている。

幕末から明治にかけて、多くの人たちが新しい価値観、新しい世の中に向けてそれぞれに考え、行動し
なくてはならなかったが、政治的な立場を問わず、『言志四録』を生き方の指針として活用していた。
それは当然、『論語』を重視した渋沢栄一はもちろん、明治以降の経済人にも引き継がれた。

一斎の『重職心得箇条』は、岩村藩（現在の岐阜県恵那市）の重役としての心得を記し、これも多くの
経済人にとって馴染みのあるもの。安岡正篤の講義録（「佐藤一斎『重職心得箇条』を読む」）もよく
知られている。

※漢文、読み下し文の引用、番号と見出しは『言志四録』(全四巻、講談社学術文庫、川上正光訳注）
に準拠しています。

文：舛本哲郎（ライター・行政書士）


